
 

 

 

 

本日も、新型コロナウイルス感染症防疫のために、放送による修了式を行いました。私 

が生徒に話したことを保護者の皆様にもお伝えします。 

 

 

 

 

 

 

 

 

 

 

 

 

 

 

 

 

 

 

 

 

 

 

 

 

 

 ３月１９日（金）に、門川高校でセーフティー・プロ 

モーション・スクール（ＳＰＳ）認証式がありました。 

セーフティー・プロモーション・スクールとは、簡単 

に言うと、「防災教育モデル校」です。もう少し具体的に 

説明すると、行政・警察・消防・自治会・家庭などと連 

携し、学校安全の取組を行っていく学校のことです。こ 

のＳＰＳに、九州で初めて本校と門川高校が認証された 

のです。 

 これまで本校では、防災教育として、校内避難訓練、 

下校時避難訓練、図上訓練、防災担当が発行する「防災だより」の発行、生徒による防災マスコットつく

りなどを行ってきました。海岸に近い本校ですから、引き続き上記の取組を継続していきますが、地域の

方や保護者の方々と連携を図る必要もあります。また、学校安全には、災害安全だけでなく、生活安全・

交通安全がありますので、保護者の皆様のお力添えをいただきながら、広く取り組んでいく必要があると

思いますので、ご理解とご協力をお願いいたします。 

門川中校長室だより  新風 第１２号 
令和３年３月２６日 

門川町立門川中学校 

校 長 濵砂 光弘 

修了の日～本年度を振り返りましょう！ 

 この一年間は、新型コロナウイルス感染症の影響を受けた年でした。 

 臨時休業の期間があったり、体育大会や秋桜祭を縮小したりしました。特に２年生においては、修

学旅行が中止になるという大変残念な出来事もありました。部活動も制限がかかり、楽しみにしてい

た大会が中止になったり、練習が思うようにできなかったりしたことも悔しかったことの一つだろう

と思います。 

 私も、「仕方がない」という言葉では言い表すことができないくらい、残念で悔しい思いで一年を過

ごしてきました。ただ、皆さんが偉いのは、そういう気持ちに流されるのではなく、前を向いて、今

やれることを、今やれる形でやってくれたことです。とても、立派なことだと思います。今は、新型

コロナウイルス感染者の県内の状況は０が続いていますが、油断してはいけない状況に変わりありま

せん。これからも、目の前の困難なことにも負けない門中生であってほしいと願っています。 

 さて、今日は修了の日です。この一年間も「夢」や「希望」の話をしてきました。いつも話すよう

に、「夢」とは、将来就きたい職業だけを言っているのではありません。明日、１ヶ月後、１年後、な

りたい自分をみつけ、そうなるように努力するということも含んでいます。 

 １年間を振り返って、１年生は中学校に入学して立てた「夢」や「目標」に近づきましたか？２年

生は、始業の日に思い描いた自分に近づきましたか？ 

 ４月６日が、新年度のスタートです。２年生は最上級生に、１年生は中堅学年になります。これか

ら、どんな「夢」を描いて、どう頑張る覚悟をもって、始業の日を迎えるか、楽しみにしています。 

 明日から始まる春休みで、十分に自分と向き合ってほしいと思います。有意義な春休みにしてくだ

さい。  

本校は、セーフティー・プロモーション・スクール（ＳＰＳ）です。 

【ＳＰＳ認証式の様子】 


